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序章 都市計画マスタープランについて 
 

１ 都市計画マスタープランとは 
 

都市計画マスタープランは、都市計画法第 18 条の２に基づく｢市町村の都市計画に関する基本
的な⽅針｣のことであり、住⺠に最も近い⽴場にある市町村が、その創意⼯夫の下に住⺠の意⾒を
反映し、まちづくりの具体性ある将来ビジョンを確⽴し、地区別のあるべき市街地像を⽰すとと
もに、地域の課題に対応した⽅針や諸施設の計画などをきめ細かくかつ総合的に定めるものです。 

本計画では、将来都市像、都市構造を明らかにし、⼟地利⽤、道路・公園などの都市施設の整
備⽅針等について全体構想、地域別構想を整理し、都市計画に関する基本的な⽅針を定めます。 
 

都市計画法 第 18 条の２（市町村の都市計画に関する基本的な⽅針）  
市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構想並びに都市計画

区域の整備、開発及び保全の⽅針に即し、当該市町村の都市計画に関する基本的な⽅針（以下
この条において「基本⽅針」という。）を定めるものとする。  

 

２ 都市計画マスタープランの位置づけ 
 

本計画は、上位計画である第６次江南市総合計画や尾張都市計画区域マスタープランに即し、
関連計画との整合性に配慮して策定するもので、位置づけについて以下のとおり整理します。 

江南市緑の基本計画（平成 23 年策定）についても、同じく⽬標年次を迎えており、都市計画
マスタープランの策定と連携して⾒直しを⾏い、あわせて策定しています。 

また、⼈⼝減少や少⼦⾼齢化社会に対応した集約型都市構造の構築に向け、江南市⽴地適正化
計画を都市計画マスタープランと整合しながら作成を進めています（平成 31 年度策定予定）。 
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３ 計画の⽬標年次 
 

第６次江南市総合計画の計画期間は平成 30 年度（2018 年度）〜平成 39 年度（2027 年度）
となっています。 

本計画の⽬標年次も、計画策定から概ね 10 年後の平成 39 年度（2027 年度）とします。 
 

４ 計画の対象区域 
 

計画対象区域は江南市全域とします。 
 

 

５ 計画の構成 
 

都市計画マスタープランでは、都市の現況を把握して課題を整理し、都市づくりの基本理念と
⽬標を設定します。また、市全体に関する分野別の⽅針を設定するとともに、地域別の⽬標及び
まちづくりの⽅針について整理を⾏います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■都市計画マスタープランの構成 

中部地域 

北東部地域 南部地域 

北⻄部地域 

第１章 都市の現況及び都市づくりの課題 
（上位計画・関連計画などの整理、都市の現況把握、前計画の検証、市⺠

意向調査の概要、都市づくりの課題） 

第２章 都市づくりの基本理念と⽬標 
（将来都市像、都市づくりの基本理念・都市づくりの⽬標、 

将来⽬標⼈⼝、将来都市構造） 

第３章 都市づくりの⽅針 

（⼟地利⽤の⽅針、施設整備の⽅針、⾃然環境の保全及び都市環境形成の⽅針、

都市景観形成の⽅針、都市防災の⽅針） 

第４章 地域別構想 
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